





























































































































































































































































































































































































































































































































































































を作ってしまう。それを排除するために、自衛隊が出動 なる だ 、私たち三人はそこで、日米安保条約を持ち出し、この条約によって、









人の共同原案とはいえ、直接にはモスラが東京を襲い、国会議事堂に繭を作る「モスラついに東京湾に入る」の場面を執筆 堀田善衞の意図を探ることが必要で ろう。そこで本稿 最後に、 『発光妖精モスラ』のテーマの一班に て、 「モスラつ に東京湾に入る」の部分を中心に考え とにしたい。　
モスラが国会議事堂に繭を作る場面は、田中友幸に「独立プロの映















































































































































































































































































































ことが映画とは相違する。これらの点はシナリオ第二稿と一致することから （決定稿は霧島山中仙人洞の設定はあ が 「はやかぜ」の名はない
（、
吉田誠は第二稿をもとにジュヴナイル化したものと思われる。な
お、 『モスラ』公開当時のマンガ化作品と ては、吉田きみまろによ『少年』一九六一年七月号付録 （前編
（・八月号本誌
（後編
（掲載の『モス
ラ
』 （題名は前編では『大怪獣モスラ』とされていた。後編で『モス
ラ』の題名になった
（があり、
『ゴジラ
Vモスラ決戦史』で一本に纏めら
れ
ている （園田光慶・久松文雄・吉田きみまろ『ゴジラ
Vモ
スラ決戦
史』竹書房、一九九二年
（。
（
（（
 『大怪獣モスラ―Ｓ＃
165以降改訂台本―』 （謄写版印刷
（。「Ｓ＃」は
（11）211
「シーンナンバー」の意味。
（
（（
　
松下忠『最後の鎮魂
  シベリヤ物語』光人社、一九九六年。
（
（（
　
竹
内博「 『ゴジラ』の誕生」山本眞吾編『円谷英二の映像世界』実業
之日本社、一九八三年。竹内博は晩年の香山滋と直接の親交があった（竹内博『元祖怪獣少年の日本特撮映画研究四十年』実業之日本社、二○○一年、一五九―一六七頁
（。
（
（（
　
別
冊映画秘宝 （友井健人企画
（『
初代ゴジラ研究読本』洋泉社、二○一
四年八月、三一八頁「 『ゴジラ』制作スタッフ」参照。
（
（0（　
松
下忠「 「ゴジラ誕生」随想」竹内博・村田英樹編『ゴジラ
1954 』実業
之日本社、一九九九年。
（
（（
　
池田憲章『ゴジラ
（（の真実』徳間書店、二○一四年、一四二―一四三
頁。
（
（（
　
中村哲「幻の九州ロケ」別冊映画秘宝『モスラ映画大全』
（前掲
（。
（
（（
　
ヤマダ・マサミ『絶対 主義』
（前掲
（、一三○―一四五頁。
（
（（
　
加
藤周一・中村真一郎・福永武彦『1946・文学的考察』冨山房
（冨山房百科文庫
（、一九七七年。
（
（（
　
中
村真一郎「あとがき
　
回想「モスラ」 」中村真一郎・福永武彦・堀
田善衞『発光妖精とモスラ』 （前掲
（。
佐々木浩二編『夕刊ゴジラ』 （前
掲
（、九面、も参照。
（
（（
　
小野俊太郎『モスラの精神史』
（前掲
（、一八二頁。
（
（（
　
樺美智子遺稿集『人しれず微笑まん』三一新書、一九六○年。
（
（（
　
堀田善衞『海鳴りの底から』新潮文庫、一九七○年、六一七頁。
（
（（
　
東
宝スタジオ・メール
N
O
.（（（ 『大怪獣モスラ』東宝撮影所宣伝課、
一九六一年。
（
（0（　
日本文学全集
（（『埴谷雄高・堀田善衞集』集英社、一九六八年。堀田
善
衞『広場の孤独・ゴヤ （ 「黒い絵」について
（』
新潮社 （新潮現代文学
（（
、一九八○年、所収。
東宝特撮映画『モスラ』と中村真一郎・福永武彦・堀田善衞『発光妖精とモスラ』
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